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１．はじめに 

 当研究室ではこれまで、液体窒素や液体ヘリウム中などの低温液体中で、アーク放電法によ

るカーボンナノチューブ（CNT）の生成実験を行ってきた。その結果、液体ヘリウム中での放電

実験によりカーボンナノチューブの生成に成功した[1]。しかし、同じ条件で放電実験を行っても、

CNTが必ずしもできるわけではなく再現性に乏しい。そこで、放電の特性の再現性に問題がある

ためではないかと考え、低温液体中の放電特性（出力電圧-電流特性）に着目し研究を行った。 

２．実験および結果 

低温液体中に設置した電極にパルス電圧を印加し、放電時の出力電圧・電流をオシロスコープ

で測定する。このとき、電極間のギャップ長、液体の温度をパラメータとした、実験を行った。 

Fig２に液体窒素中、および液体ヘリウム中におけるギャップ長ごとの絶縁破壊電圧[kV]の実験

値、および経験式による値を示す。経験式は以下の式により示している。              

V=kdn [kV] [2] 

k, nは液体の種類と電極形状に依存する定数であり、dはギャップ長[mm]である。 

 特に液体窒素中放電による

絶縁破壊電圧には４倍もの差が

ある。これは、数μ秒も続いたコ

ロナ放電による影響や、電極形状

による違い、絶縁破壊電圧の決め

方など誤差が生じる原因は様々

考えられるが、飽和沸騰温度での

気泡発生や成長、あるいは強制対

流による効果が主な原因ではな

いかと考える。 

Fig.2 Dielectric break-down voltage in low temperature liquid  
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